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日本語による
近代ギリシャ文学・語学文献目録 (8)

佐藤 りえこ・橘孝司

井浦伊知郎

(1998) r Arvani出aの前置詞を伴う動調の構造について一北東アッティカ・ポイ

オティア地方におけるアルパニア語方言と標準語の比較一J rプロピレ

ア~ 10，76・87.

石原昭男

(}998) rno:入UKQTOlKlα とMoνOKαTOlKlαJ /i'プロピレア~ 10，47・49.

浮田三郎

(}998) r現代ギリシア語への誘い一関本至『現代ギリシア文法』と川原拓

雄『現代ギリシア語辞典~ J rプロピレア~ 10，37・38.

梅本順子

(}998) rわたしがギリシャ語を学んだテキストJ /i'プロピレア~ 10，46. 

小林節子・梅本順子

(}999)訳:ヤニス・リッツォス「月光のソナタJ rエーゲ海学会誌~ 13，34・47.
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佐藤りえこ

(1998) rアンドニス・サマラキスの『きず』に見られる「笑いJ

一二つの「笑いの装置Jー J 11'プロピレア~ 10， 109・124.
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志田信男

(1998) rギリシャの詩一古典から現代まで-J rプロピレア~ 10，59・75.

鈴木敦也

(1998) rギリシャ国立劇場の歩みJ rプロピレアJ10，88・108.

須山岳彦

(1998) rギリシア語 メモワールーある偉大な言語の不実な使徒として一」

『プロピレア~ 10，39・41.

橘孝 司

(1998a) rピザンツ民衆文学を読むためにJ rプロピレア~ 10，27・36.

(1 998b) 訳「アクリティカ歌話『アンドロニコスの息子~ J rプロピレア~ 10， 

130・139+ AKplTLKO Tpayou8l: 0 Tw:; TOV Av8poviKOV. 

(1999) r現代ギリシア語」の項目『世界のことば 100語辞典:ヨーロッパ編』三

省堂.

(2000) r日本における現代ギリシャ文学翻訳一日希修好 100周年記念シンポジウ

ム発表から-J r 日本ギリシャ協会会報~ 91，5・6.

中井久夫

(1999)訳:ヤニス・リッツォス「リッツォス詩集証言A(2)J

『象形文字~ 95，20・23.~砂 「感覚の階調J r正午J r鋳型J r夏」

長嶋善郎・下宮忠雄

(1999) rこうすれば話せる 現代ギリシア語』朝日出版社.

西川千孝

(1999)訳:コンスタンテイノス・ヴァッシス「ラフカディア・ハーンについて

一一人のギリシャ人としての展望一J rエーゲ海学会誌~ 13， 61・78.

+Constatinos Bassis， Lafcadio Hem - A Greek Viewー

納戸セキコ

(1999)訳:ペピ・ダラキ「鐘の音を聴かなかった人は…J rエーゲ海学会誌~ 13， 
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東千尋

(1999)訳:アンドレアス・カルカヴィツァス「ゴルゴーナJD'エーゲ海学会誌.IJl3，

29・33.~砂Av8Épa!) K，αPKαslTσα宮，Hyopyova. 

村田奈々子

(1998) r250語でギリシア語が話せるの?一会話帳づくりの裏側一J

『プロピレア~ 10，42・44.

(1999) rギリシア独立戦争と匪賊クレフテス ーコロコトロニスに見る『地

域』と『国家~ J 

『社会的結合と民衆運動~ pp. 283・315、歴史学研究会編、青木書庖.

八木橋正雄

(1998) rアルベルト・トゥンプ『現代ギリシャ民衆口語ハンドブック』、ルイ・

ルーセル『現代ギリシャ口語文学記述文法』、 KEMEIi'現代ギリシャ語

規範文法~ Ii'プロピレア~ 10，50・54.

山口喜雄

(1998) r現代ギリシア語の教科書に思うJ Ii'プロピレア~ 10，45. 

「日本語によるギリシア語学習書リストJ Ii'プロピレア~ 10，55・58.
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